
	第○章　服務規律 
第○条　従業員は、次のような行為を行ってはならない。 
①他人に不快な思いをさせ、会社の秩序、風紀を乱す行為 
②他人の人権を侵害したり、業務を妨害したり、退職を強要する行為 
③暴行、脅迫、傷害、賭博又はこれに類する行為及び恥辱等の行為 
④～⑥略

第△章　懲戒 
（懲戒の事由） 
第△条　従業員が次のいずれかに該当するときは、その情状により、けん責、
減給、出勤停止又は降格とする。 
①～⑤略 
⑥　第○条（服務規律）①又は②により風紀を乱したとき 
２　従業員が次のいずれかに該当するときは、その情状により、諭旨解雇又
は懲戒解雇とする。 
①～⑩略
⑪　前項⑥により数回にわたり懲戒を受けたにもかかわらず改善の見込み
がない場合、又は第○条（服務規律）③により風紀を乱したとき。



